
 

議事録 

第１回 保谷中学校・本町小学校 学校運営協議会（要点記録） 

日時：令和７年５月２１日（水）１６時～１７時 

場所：本町小学校 会議室 

出席：喜多野雅司 委員、高木恵子 委員、中山万梨英 委員、 

学校関係者 保谷中学校 校長  市来原 真茂  本町小学校 校長  髙橋 浩一 

保谷中学校 副校長 友田 和    本町小学校 副校長 照井 史朋 

欠席：蚊野秀明委員、稲垣俊幸委員、酒井豪一郎委員 

・委員１０名中７名の出席により本会議は成立 

・次第１ 校長挨拶 

・挨拶要旨 

（本町小：高橋校長） 

 学校経営計画をフォーカスして本校教員から説明する。今年度は「小中連携教育研究指定校  

研究発表会」を第一に掲げ、進めていく。皆様のお力を貸していただきたい。 

（保谷中：市来原校長） 

 学校経営方針の「５つの柱」をを軸に、本町小とも連携し研究を進めていく。教員の授業改善を 

優先的に進めていく。 

・次第２ 委員紹介 

・委員自己紹介 

喜多野雅司 委員 … 昭島市立多摩辺中学校元校長、保護司 

中山万梨英 委員 … 本町小コーディネーター 高木 恵子 委員 … 保谷中コーディネーター 

友田 和  委員 … 保谷中学校 副校長   照井 史朋 委員 … 本町小学校 副校長 

次第３ 会長・副会長の選任 

規則第 10条第 1項で協議会に会長及び副会長を置き、委員の互選によって定めることとなっている。 

会長に喜多野雅司様、副会長を蚊野秀明様にお願いすること⇒了承 

議題に入る前に、議事録の作成について、事務局より発言者ごとの要点記録の提案。 

議事録は発言者ごとの要点記録とする。 

次第４ 学校経営方針の承認を得るための説明 

本町小学校より 学校経営計画、教育課程、生活指導、経営支援、校内研究等について各担当より説明。 

保谷中学校より 学校経営計画、教育課程、生活指導、進路指導、経営支援、校内研究等について 

各担当より説明。 

次第５ 質疑応答 

（高木委員）  ・小中連携教育の研究授業が行われる場合は、委員としても参加可能か。→ 参加可能 

（中山委員）  ・オアシス運動を通して、（自分の子供が）「中学校の先生が優しい。」と言っていた。 

         この取組から、このようなことが分かったことも小中連携の成果と感じた。 

（喜多野委員） ・保谷中の女子生徒の服装（制服）が変わった。暑いから体育着登校を可とすること、 

衣替えの期間をなくしたこと等、生徒の不登校対策につながる。 

・本町小と保谷中の小中連携教育の研究は、両校が同じ方向を向いて進めていくことが 

大事であると考える。 

・読書推進の取組…児童・生徒一人一人にとって、「心にひびく本との出会い」があること 

を期待する。教員の推進の仕方がカギになってくる。 

        ・ファシリテーションについて 

教師が子供の考えを引き出すこと、全体がそれを受けとめること、ツールを有効活用 

して成果を上げていってほしい。 

（中山委員）  ・「monoxer」の導入した結果の効果やデメリットがどのようになるかが気になる。 

（高橋委員）  ・中学校での英語について。東京都教育ビジョン第５次政策や「GLOBAL  

GATE WAY」の運用と関連し、今後、小学校低学年でも英語の導入を検討していく。 

以上で、本日の協議項目は終了。その他、連絡事項について 

次回の会議は７月１６日（水）１６時から。会場は保谷中学校を予定。 

詳細は改めて通知する。会議録は、作成後に改めて確認していただき正式決定とする。 

以上で第１回保谷中学校・本町小学校の運営協議会を終了する。 

 


